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既存バイパスから対象地へと緩やかに下降するアクセス道路を新設し、
車・物流・観光動線が直接この地形に “降りてくる” 体験をつくる。
これは防災インフラであると同時に、都市の玄関口として機能する。

アクセス対応・バイパスからの下降動線
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■動植物に新たな居場所になる

調整池によって、野鳥を観測したり、
植生が誕生することになる。
調整池近くの園路から
バードウォッチングを行えるデッキや
動物たちとの距離感を保てるように、
広場側園路との距離を確保。

水深と植生の段階的構成により、
カモ類やサギ類などの水鳥が滞在可能
な環境を形成する。ヨシ原を介した人
と水面の距離調整により、生態系への
過度な干渉を避ける。

オオセグロカモメ
ウミネコ

カワセミ

ヨシ

マコモ

セリ

クロマツ

ツルヨシ

2011 東日本大地震
最大波高 12.5m、家家の流失約 3800 戸
死者 1750 名を出す。堤防高は T.P＋12.5m
に決定。

2015 月山団地　造成
既存の山や丘陵を切土し、かさ上げに利用。
この際切土に利用した土を本計画にも利用。

2019 防潮堤高を 5mのままに
震災後、防潮堤高 5m のまま震災復興が
行われる。堤防には腹つけ盛土で造成され
祈念公園や水産加工団地を含めた大規模な
広場が設計される。
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既存バイパスから対象地へと緩やかに下降するアクセス道路を新設し、
車・物流・観光動線が直接この地形に “降りてくる” 体験をつくる。
これは防災インフラであると同時に、都市の玄関口として機能する。
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車・物流・観光動線が直接この地形に “降りてくる” 体験をつくる。
これは防災インフラであると同時に、都市の玄関口として機能する。
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車・物流・観光動線が直接この地形に “降りてくる” 体験をつくる。
これは防災インフラであると同時に、都市の玄関口として機能する。
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国道 45 号
水産加工団地

本計画は、完成時点をゴールとするのではなく、時間の経過とともに人の使い方が重なっていく風景を想定している。
日常時に形成される動線や居場所が、非常時には自然と避難行動へと転換される地形であること、暮らしと防災が乖離
しない空間を目指す。何年後も同じ広場の使われ方をしているかもしれない。もしくは、住居が再び介入してくるかも
しれない。
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防潮堤背後に 5m・10m・15m の三段階の盛土地形を連続的に配置することで、
津波は段丘ごとにエネルギーを分散・減衰し、多くの津波が第一段階（5m レベル）
で被害を限定される構造。

元の 5m ライン

■造成・動線について

対象地内は今回造成をおこなっている為、5mライン以上にいる場合は
4分で10mライン以上に到達するので特別な避難は発生しない。
津波時に低地から直接高地へ向かう縦方向の避難に加え、安全度の高い
エリアへ段階的に移動する横方向避難を重視した。水産加工団地や河川
沿いの低地空間から、高地に位置する指定避難場所へと連続的につながる
園路を計画することで、日常的な利用の中で自然と避難経路を身体化できる
構成としている。これにより、非常時のみ機能する避難路ではなく、暮らし
の延長線上にある避難動線の成立を意図した。

避難動線

主軸動線

垂直方向避難路

長部漁港

長部漁港樋門
（自動開閉）

今回提案した公園

■雨天時・災害時における貯水地の活用
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前提条件の整理

長部漁港周辺は、河口・低地・背後に山（高台）が迫る（高台）ため、豪雨時に
山阿川からの流出・河川水位上昇、排水不良等課題があげられる。津波対策は、
防潮堤で一時的に安全を担保されているが、日常的リスクを背負っている。
また、対象地付近には長部漁港樋門・陸閘がある（右図参照）。海から守るための
装置が整っている中で、陸側の水害リスクや樋門・陸閘によって閉じられた時の
内側を考える必要がある。

ここでの調整池の役割

本計画では、低地である対象地の氾濫リスクを考慮し、一時的に水を
受け止める緩衝帯として機能する。まちを守る構造物を、常に閉じた
常に存在としてではなく、時間的変化を内包した風景と解釈する。

陸閘→津波・高潮時に海水の侵入を物理的に遮断

樋門→平常時・降雨時に内水を海へ排出する

レベル 1 レベル 2

レベル 3 レベル 4

・園路
・草地

平常時：日常的に利用 自然を近くで感じられる

・浅水地域周辺
・湿地緑陸閘

・調整池
・貯留部

・樋門
・

対象地
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